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中
世
後
期
の
時
を
表
す
語
集

ー

i
『
太
平
記
』
の
「
今
朝
」

「
今
夜
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

玉

村

禎

虫日

「
昨
幻
（
『
師
守
記
』
『
祇
園
執
行
日
記
』
）
、
「
昨
晩
」
（
『
花
園
天

皇
震
記
』
〉
、
「
昨
夜
」
（
『
園
太
暦
』
『
南
都
往
来
』
〉
、
「
今
暁
」
（
『
師
守
記
』
『
園
太
暦
』
）
、
「
今
旦
」
（
『
師
守
記
』
〉
、
「
今
朝
」
（
『
垂
髪
往

中
世
に
書
か
れ
た
古
記
録
や
当
時
存
在
し
た
往
来
物
の
類
に
は
、

来
』
『
勘
仲
記
』
『
師
守
記
』
）
、
「
今
夕
」
（
『
伏
見
天
皇
震
記
』
『
園
太
暦
』
）
、
「
今
晩
」
（
『
花
園
天
皇
震
記
』
）
、
「
今
夜
」
（
『
冬
平
公
記
』

『
園
太
暦
』

『
匡
遠
記
』
〉
、

「
明
暁
」
（
『
師
守
記
』
〉
、

「
明
旦
」
（
『
明
月
記
』

『
公
衡
公
記
』
）
、

「
明
朝
」
（
『
明
衡
往
来
』

『
伏
見
天
皇
庚

記』）、

「
明
タ
」
（
『
釈
氏
往
来
』
『
公
衡
公
記
』
『
南
都
往
来
』
）
、
「
明
夜
」
（
『
貴
嶺
問
答
』
）
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
語
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
は
、
「
昨

i
」
「
今
！
」
「
明

l
」
と
「
l
暁
」
「
l
旦
」
「
l
朝
」
「
l
タ
」
「
｜
晩
」
「
｜
夜
」
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
成
っ

た
も
の
で
あ
る
。
組
み
合
わ
せ
か
ら
見
る
と
、
「
昨
暁
」
「
昨
旦
」
「
昨
朝
」
「
明
晩
」
と
い
う
漢
字
列
の
存
在
も
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
。
調
査
の
範
囲
内
に
た
ま
た
ま
無
か
っ
た
だ
け
な
の
か
、
元
々
使
用
さ
れ
に

17 



18 

く
い
た
め
な
の
か
、
理
由
は
色
々
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
後
世
の
資
料
か
ら
見
れ
ば
漢
語
と
し
て
音
読
み
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
読
み
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を

要
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
語
は
、
仮
名
文
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
も
見
出
せ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
小
論
で
は
『
太
平
記
』
を
資
料
と
し
て
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

『
太
平
記
』
を
資
料
と
し
た
の
は
、
本
作
ロ
聞
が
豊
富
な
語
実
資
料
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
語
棄
が
記
録
体
な
ど
の
も
の
に
比
べ
て
よ

り
日
常
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
漢
字
で
表
記
さ
れ
た
語
の
読
み
の
確
定
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

研
究
を
始
め
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

『
太
平
記
』
に
は
諸
本
が
多
い
が
、
今
回
調
査
し
た
本
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
口
は
小
論
で
使
用
す
る
略
号
で
あ
る
）
。

阻

神
田
本
、
穂
久
週
文
庫
蔵
。
影
印
本
（
昭
和
四
七
年

汲
古
書
院
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
。

13() 

玄
玖
本
、
尊
経
閤
文
庫
蔵
。
影
印
本
（
昭
和
四
八

1
五
O
年

勉
誠
社
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
。

国

万
江
書
院
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
。

こ
れ
ら
圏
一
回
一
一
問
一
は
甲
類
本
の
写
本
で
中
世
の
も
の
で
あ
る
。
甲
類
本
は
古
態
を
保
つ
点
が
多
り
ど
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
類
は
神
田

西
源
院
本
、
竜
安
寺
蔵
。
翻
刻
本
（
昭
和
一
一
年

本
系
、
玄
玖
木
系
、
西
源
院
本
系
、
南
都
本
系
の
四
系
列
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
四
系
列
の
う
ち
、
南
都
本
系
は
流
布
本
系
と
本

文
詞
章
が
近
い
の
で
今
回
は
除
き
、
他
の
三
系
列
の
代
表
と
さ
れ
る
各
本
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
特
に
、
玄
玖
本
系
は
「
古
態
の
太
平



記
の
標
準
的
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
条
件
を
最
も
よ
く
備
へ
て
ゐ
一
白
点
で
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
玄
玖
本
系
諸
本
の
中
で
も
、
国
は

ご
筆
書
写
の
完
本
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
書
写
が
丁
寧
で
誤
脱
が
少
い
こ
と
、
本
文
と
同
筆
の
傍
訓
渇
点
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
、

保
存
状
態
が
極
め
て
良
好
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
諸
点
に
於
い
て
、
他
本
に
ま
さ
っ
て
ゐ
訂
ご
と
さ
れ
る
本
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
小

論
で
も
国
の
表
記
を
重
視
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
読
み
を
参
考
に
す
る
た
め
に
、
近
世
の
刊
本
か
ら
監
〉
鴎
野
山
り
三
本
を
と
り
あ
げ
た
。

以
上
、
写
本
及
び
、
読
み
を
多
く
示
す
な
ど
の
特
徴
を
有
す
る
刊
一
村
山
乞
選
ん
で
調
査
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
諸
本
が
ふ
日
。

中世後期の時を表す語葉

こ
こ
で
は
、
お
お
よ
そ
の
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
、
今
回
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
本
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。

宵
〉
」
「
明
朝
」

『
太
平
記
』
に
見
ら
れ
る
も
の
は
「
昨
朝
」
「
昨
夜
」
「
今
朝
」

「
明
夜
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
太
平
記
』
の
本
行
で
は
園
の
「
こ
よ
ひ
」
や
近
世
の
刊
本
の
「
け
さ
」
の
仮
名
書

小
論
旨
頭
で
問
題
に
し
た
漢
字
列
の
う
ち
、

「
今
夜
（
今
宵
、
小

き
例
な
ど
を
除
け
ば
全
て
が
漢
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
漢
字
列
の
読
み
（
音
か
訓
か
、
或
い
は
そ
の
双
方

か
）
の
多
く
は
主
に
連
結
符
や
ル
ピ
な
ど
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
関
連
語
句
「
夜
部
」
「
タ
部
」
「
昨
日
の
朝
」

「
昨
日
の
夜
」
な
ど
に
も
触
れ
な
が
ら
具
体
的
に
考
察
す
る
。
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昨

朝

「
昨
日
ノ
朝
」
が
、

①
「
：
・
昨
日
ノ
朝
敵
三
浦
ニ
有
ト
聞
テ
、
：
」

（
巻
第
三
十
一
）

ハ日）

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
は
閏
一
で
は
「
昨
朝
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
圏
の
こ
の
箇
所
は
「
き
の
ふ
の
朝
」
で

は
な
く
、

「
サ
ク
テ
ウ
」
と
読
む
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

「
昨
朝
」
の
表
記
は
、
今
回
調
査
し
た
諸
本
の
中
で
は
こ
の
一
国
の
一

例
し
か
見
ら
れ
な
い
（
他
の
諸
本
及
び
閣
の
他
の
箇
所
で
は
「
昨
日
ノ
（
の
・
之
）
朝
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
こ
と
、

『
色
葉
字
類

抄
』
に
も
無
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
漢
語
「
サ
ク
テ
ウ
」
は
い
ま
だ
一
般
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2 

昨

夜

「
昨
夜
」
と
表
記
さ
れ
る
例
に
は
、

②
昨
夜
春
園
風
雨
暴
。
和
ド
枝
吹
落
操
業
花
。

（
巻
第
三
十
）

③
「
：
・
其
先
醗
ニ
什
テ
今
仙
陣
ヲ
被
v
促
事
、
衆
徒
何
ゾ
呉
儀
一
一
可
v
及
乎
。
就
v
中
断
樹
ノ
光
物
臨
幸
ノ
道
ヲ
照
ス
。
・
：
」

（
巻
第
十
八
）

の
二
例
が
あ
る
。



②
は
一
国
国
に
音
読
符
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
国
一
の
音
読
符
に
よ
り
、
中
世
に
お
い
て
す
で
に
「
サ
ク
ヤ
」
と
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
た
だ
、
こ
の
②
は
漢
詩
で
の
使
用
例
で
あ
る
。
③
は
一
回
に
音
読
符
が
施
さ
れ
て
お
り
、
一
置
に
は
「
昨
夜
」
の
「
夜
」
の
右
傍
に

「
や
」
の
ル
ピ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
圃
国
園
な
ど
の
写
本
で
は
読
み
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
近
世
初
頭
の
「
サ
グ
ヤ
」

の
読
み
を
い
つ
頃
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
③
の
中
世
の
読
み
と
し
て
は
、

「
よ
（
う
）
ベ
」

「
き
の
ふ
の
夜
」
な
ど
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
じ
、
「
よ
（
う
）
ベ
」
に

中世後期の時を表す語業

は
「
夜
部
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
例
の
使
用
さ
れ
て
い
る
文
の
表
現
が
⑤
の
場
合
と
著
し
く
異
な
る
の
で
、
や

は
り
「
昨
夜
」
を
「
よ
（
う
）
ベ
」
と
読
む
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
き
の
ふ
の
夜
」
と
読
む
可
能
性
は
一
層
低
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
＠
は
す
で
に
中
世
に
お
い
て
「
サ
ク
ヤ
」
と
読
ま
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
「
サ
ク
ヤ
」
と
い
う
語
は
『
太
平
記
』
で
は
極
め
て
使
用
頻
度
の
低
い
語
で
あ
っ
た
。

「
サ
グ
ヤ
」
は
『
色
葉
字
類
抄
』
や
『
平

家
物
語
』

（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
ず
、

『
太
平
記
』
の
成
立
時
に
は
ま
だ
一
般
化
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
③
は
後
醍
醐
天
皇
が
吉
野
へ
臨
幸
す
る
場
面
を
僧
兵
が
語
っ
た
一
節
で
、

か
な
り
改
ま
っ
た
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
「
何

ゾ
ー
可
キ
ヤ
」
な
ど
漢
文
訓
読
的
要
素
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

「
サ
ク
ヤ
」
が
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、

『
太
平
記
』
に
は
「
昨
夜
」
の
漢
字
列
は
わ
ず
か
二
例
し
か
な
い
が
、
そ
れ
は
〈
昨
夜
〉
の
こ
と
を
話
題
に
す
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
。
八
昨
夜
〉
を
意
味
す
る
表
現
と
し
て
は
、
ま
ず
「
昨
日
の
夜
」

「
昨
日
の
晩
景
」
な
ど
の
句
的
表

21 

現
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
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④
「
大
将
己
一
一
一
初
制
子
刻
－
一
落
サ
セ
給
テ
侯
問
、
無
v
力
我
等
モ
丹
波
ノ
方
へ
ト
志
テ
、
罷
下
侯
也
0

・：」

（
巻
第
八
）

に
見
ら
れ
る
和
語
「
夜
部
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
は
盟
に
「
れ
1

酔
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
新
し
い
形
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
の
写
一
本
で
は
、

園

夜；夜ョ夜宮

部内部ヘ部へ

l玄l園

と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
中
世
に
は
「
よ
ベ
」
ま
た
は
「
ょ
う
ベ
」
と
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
夜
部
」
の
漢
字
列
は
、

⑤
諸
人
驚
テ
、
「
誰
ソ
。
」
ト
問
ヘ
パ
、
割
削
落
タ
リ
ト
沙
汰
セ
シ
饗
庭
命
鶴
丸
ガ
芦
ニ
テ
、

⑥
「
夜
部
事
ノ
由
ヲ
モ
申
サ
デ
、
罷
出
候
シ
ガ
、
早
落
タ
リ
ト
ゾ
思
召
候
ツ
ラ
ン
。
：
・
」

（
巻
第
二
十
九
）

（
巻
第
二
十
九
）

に
も
見
ら
れ
る
。
⑤
⑥
は
園
固
に
「
夜
部
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
（
圃
は
当
該
部
分
を
欠
い
て
い
る
）
、
国
に
は
こ
の
⑤
に
訓
読
符
が

施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
置
で
は
⑤
に
「
ヨ
ヘ
」
の
ル
ピ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
⑤
⑥
は
写
本
に
ル
ピ
が
な
い
た
め
中
世
に
お
け
る

読
み
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
③
と
同
様
に
「
よ
ベ
」
ま
た
は
「
ょ
う
ベ
」
と
読
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
－
聞
は
一
固
と
異
な
り
、

⑤
の
「
夜
部
」
に
は
「
ユ
フ
ベ
」
の
ル
ピ

（
と
訓
読
符
）
が
、
⑥
の
「
夜
部
」
に
は
「
ユ
ウ
ベ
」
の
ル
ピ

（
と
訓
読
符
）
が
施
さ
れ
て

い
る
。



⑦
「
樹
部
宜
シ
事
ヲ
実
ト
思
ナ
パ
、
孫
程
ノ
人
－
一
被
ニ
出
抜
一
マ
シ
。
」

（
巻
第
六
）

⑦
は
固
に
「
夜
一
酔
と
あ
り
、
そ
の
「
夜
」
の
右
傍
に
小
さ
い
「
タ
」
の
漢
字
が
見
ら
れ
る
。
固
に
は
「
ダ
部
」
と
あ
る
（
圃
は
当

該
部
分
を
欠
い
て
い
る
〉
。
こ
の
国
の
記
載
は
「
夜
部
」
の
ほ
か
に
「
タ
部
」
の
表
記
な
い
し
は
語
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
こ
の
園
の
書
き
方
か
ら
判
断
す
る
限
り
は
「
夜
部
」
が
本
来
の
形
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
門
間
一
も
前
の
④
1
＠
で
は

「
夜
部
」
と
表
記
し
て
い
る
〉
。

中世後期の時を表す語業

部
分
で
は
古
い
形
を
残
し
、

「
ユ
ウ
ベ
」
の
ル
ピ
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
漢
字
の

ル
ピ
の
部
分
で
は
新
し
く
一
般
化
し
た
〈
昨
夜
〉
の
意
の
「
ゆ
ふ
ベ
」
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
⑤
⑥
は
固
で
は
「
夜
部
」
に
「
ユ
フ
ベ
」

ま
た
、
こ
の
⑦
は
一
盟
国
一
置
で
は
い
ず
れ
も
「
昨
夜
」
と
表
記
さ
れ
、
こ
の
う
ち
直
に
は
「
サ
ク
」
の
ル
ビ
、
一
周
一
に
は
「
さ
く
や
」
の

ル
ピ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
世
初
頭
に
は
漢
語
「
サ
ク
ヤ
」
が
一
般
語
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

「
サ
ク
ヤ
」
の
＝
一
語
の
動
き
の
す
が
た
を
反
映
し
て
い
る
。

「
夜
部
」
の
使
用
さ
れ
て
い
る
④

1
⑦
の
文
は
い
ず
れ
も
、
「
昨
夜
」
の
表
記
が
見
ら
れ
る
＠
の
漢
詩
や
＠
の
天
皇
の

（お）

臨
幸
の
場
面
を
語
る
改
ま
っ
た
表
現
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
四
例
中
少
な
く
と
も
三
例
が
会
話
の
中
で
の
使
用
で
あ
る
と
い
う

『
太
平
記
』
の
諸
本
は
「
よ
（
う
）
ベ
」

「
ゆ
ふ
ベ
」

こ
の
よ
う
に
、

と
こ
ろ
で
、

事
実
も
看
過
で
き
な
い
。

以
上
、
八
昨
夜
〉
を
意
味
す
る
語
句
を
と
り
あ
げ
て
考
察
し
た
。
少
な
く
と
も
国
一
を
見
る
限
り
で
は
漢
語
「
サ
ク
ヤ
」
は
ま
だ
一
般

一
般
に
は
和
語
「
よ
（
う
）
ベ
」
或
い
は
句
的
表
現
「
昨
日
の
夜
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

化
し
て
お
ら
ず
、
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。
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3 

朝

漢
字
列
「
今
朝
」
の
使
用
は
約
二
十
例
で
あ
る
。
う
ち
、
中
世
で
の
読
み
が
確
認
で
き
る
も
の
は
半
数
で
あ
る
。

⑧
越
ノ
兵
ハ
今
朝
ノ
軍
－
一
遠
懸
ヲ
シ
テ
人
馬
共
－
一
疲
レ
タ
ル
上
無
勢
ナ
リ
ケ
レ
バ
、
呉
ノ
大
勢
一
一
被
v
園、

一
所
ニ
打
寄
テ
磐
へ

タ
リ
。

（
巻
第
四
）

⑨
「
：
・
乍
y
去
天
鑑
v真
、
虚
名
イ
ツ
マ
デ
カ
可
v掠
一
正
間
一
候
ナ
レ
バ
、
先
召
ニ
随
テ
陣
下
－
一
参
ジ
、
犯
否
ノ
御
札
明
ヲ
仰
ギ
侯

ベ
シ
。
但
俊
季
一
一
於
ハ
、
今
朝
己
ニ
逐
電
候
ヌ
ル
間
召
兵
ス
ル
ニ
不
v
及。」

（
巻
第
十
三
）

⑧
は
一
圏
直
一
で
は
「
け
さ
」
と
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
国
一
に
音
読
符
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中
世
に
は
「
コ
ン
テ
ウ
」
の

読
み
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑨
は
一
間
一
に
音
読
符
が
見
ら
れ
、
す
で
に
中
世
に
お
い
て
漢
語
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
関
一
同
一
に
読
み
が
示
さ

て
う

れ
て
い
な
い
が
、
一
固
に
「
今
朝
」
と
あ
っ
て
、
近
世
に
も
音
読
み
の
例
が
見
ら
れ
る
。

⑧
は
か
の
有
名
な
越
王
勾
践
と
呉
主
夫
差
と
の
戦
い
の
一
部
を
和
げ
て
引
用
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
⑨
は
大
納
言
公
宗
が
定
平
朝

臣
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
て
い
る
部
分
で
あ
っ
て
、

「間」

「
逐
電
」
に
記
録
体
特
有
の
使
い
方
が
見
ら
れ
、
全
体
が
硬
い
表
現
に
な

っ
て
い
る
。

一
闘
で
「
コ
ン
テ
ウ
」
の
読
み
が
確
認
で
き
る
も
の
は
右
の
二
例
だ
け
だ
が
、
そ
の
こ
例
と
も
、
漢
文
や
記
録
体
の
影
響
の
あ
る
箇
所

で
の
使
用
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。



⑮
射
載
中
宮
ノ
召
有
テ
北
山
殿
へ
参
リ
給
ヌ
ト
申
ケ
レ
パ
、
中
納
言
費
ノ
髪
ヲ
少
シ
切
テ
、
歌
ヲ
書
副
テ
ゾ
被
v
置
ケ
ル
。（巻
第
四
）

＠
街
戦
マ
デ
十
万
余
騎
ト
見
へ
ツ
ル
寄
手
ノ
勢
、
残
少
ナ
ニ
被
二
討
成
一
、
僅
ニ
生
タ
ル
軍
勢
モ
、
馬
物
具
ヲ
捨
ヌ
ハ
無
リ
ケ
リ
。

（
巻
第
九
）

右
の
⑩
＠
は
一
鹿
島
に
平
仮
名
で
「
け
さ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
（
う
ち
、
⑩
に
は
固
に
「
ケ
サ
」
の
ル
ピ
と
訓
読
符
が
あ
る
〉
が
、

中世後期の時を表す語業

既
に
固
に
は
そ
れ
ぞ
れ
捨
て
仮
名
「
サ
」
と
訓
読
符
が
あ
る
の
で
、
中
世
か
ら
和
語
の
形
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑬
は
左
衛
門
佐
局
に
住
む
家
の
某
が
中
納
言
藤
一
一
に
話
し
た
事
柄
を
引
用
の
形
で
地
の
文
に
組
み
込
ん
だ
表
現
で
あ
り
、
＠
は
千
葉

屋
裁
の
寄
手
が
敗
走
し
た
場
面
を
語
っ
た
地
の
文
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
和
語
「
け
さ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑫
「
：
・
兄
ノ
万
寿
ヲ
バ
五
大
院
右
衛
門
可
v
蔵
方
有
ト
テ
、
制
耕
何
方
へ
ヤ
ラ
ン
具
足
シ
ツ
レ
バ
心
安
ク
一
思
也
。

只
此
亀
寿
ガ
事

思
煩
テ
、
露
ノ
如
ナ
ル
我
身
サ
へ
、
消
信
ヌ
ル
ゾ
。
」

（
巻
第
十
）

は
、
国
に
訓
読
符
が
あ
り
、

「
け
さ
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
女
性
の
側
室
が
目
下
の
男
性
に
対
し
て
話
し
か
け
て
い
る
言
葉
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
聞
一
に
は
音
読
符
が
施
さ
れ
「
コ
ン
テ
ウ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
近
世
に
「
コ
ン
テ
ウ
」
が
一

般
化
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
園
の
こ
の
箇
所
は
平
仮
名
で
「
け
さ
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
古
い
形
を
残
し
て
い
る
。

右
の
⑫
の
ほ
か
に
も
、
国
の
訓
読
み
の
箇
所
が
刊
本
に
よ
っ
て
は
音
読
み
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、

25 

⑬
「
是
ハ
今
朝
此
城
－
一
向
テ
打
死
シ
テ
候
ツ
ル
、
本
間
九
郎
資
貞
ガ
嫡
子
、
源
内
兵
衛
資
忠
ト
申
者
ニ
テ
候
也
0

・
：
」
（
巻
第
六
）



⑭
主
ノ
僧
、 国
一
の
表
記
［
今
朝
（
「
以
前
イ
」
と
右
に
傍
書
あ
り
）
］

「
サ
ル
人
ハ
今
朝
マ
デ
是
一
一
御
坐
候
ツ
ル
ガ
、
行
脚
ノ
御
志
候
ト
テ
、
何
地
ヘ
ヤ
ラ
ン
御
出
侯
ツ
ル
也
。
」

ト
ゾ
矢
口

26 

へ
ケ
ル
。

（
巻
第
十
一
二
）

国
一
の
表
記
［
今
1

朝］

⑮
例
制
判
迄
ハ
気
色
シ
ホ
レ
テ
、
常
ニ
ハ
涙
ヲ
押
拭
ヒ
給
ケ
ル
ガ
、
人
間
ノ
事
ニ
於
テ
ハ
頭
燃
ヲ
払
フ
如
ニ
成
ヌ
ト
覚
一
ア
、（

巻
第
二
）

国
一
の
表
記
［
今
朝
］

⑮
追
手
ノ
合
戦
ハ
、
今
朝
辰
刻
ヨ
リ
始
て
と
テ
、
馬
煙
東
西
一
一
腰
キ
、
時
ノ
芦
天
地
ヲ
響
カ
シ
テ
攻
合
ケ
レ
共
、

（
巻
第
九
）

一
回
一
の
表
記
〔
今
t
朝〕

⑪
今
朝
ノ
浜
ノ
合
戦
ニ
、
三
百
余
騎
ニ
討
成
レ
、
剰
敵
－
一
後
ヲ
被
v遮
テ
、

（
巻
第
十
）

一
回
一
の
表
記
〔
今
1

朝］

⑮
今
朝
ノ
卯
刻
ニ
出
雲
ノ
富
田
ヲ
立
一
ア
、
酉
迦
ノ
始
ニ
京
－
一
著
ス
。

一
国
の
表
記
［
朝
］

（
巻
第
十
三
）

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
⑬
⑬
は
会
話
文
、
⑬

1
⑮
は
地
の
文
で
の
使
用
で
あ
る
。

以
上
の
⑩

1
⑬
は
固
で
「
け
さ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
の
確
認
で
き
る
例
の
全
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
に
よ
っ
て
、

「
け
さ
」
が

会
話
文
で
性
別
や
身
分
の
差
に
関
係
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
地
の
文
で
種
々
の
文
体
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。



和
語
「
け
さ
」
の
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
漢
語
「
コ
ン
テ
ウ
」
と
の
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。

「
コ
ン
テ
ウ
」
が
「
け
さ
」
に
比
べ
使
用

例
が
少
な
い
の
は
、
「
コ
ン
テ
ウ
」
の
使
用
さ
れ
る
文
体
が
漢
文
や
記
録
体
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
け
さ
」

の
使
用
さ
れ
る
文
体
に
は
特
に
顕
著
な
制
約
が
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
コ
ン
テ
ウ
」
は
少
な
く
と
も
国
を
見
る
限
り

ま
だ
一
般
化
し
て
い
な
い
漢
語
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
『
色
葉
字
類
抄
』
や
『
平
家
物
語
』
ハ
日
本
古
典
文
学
大
系
本
〉
に

は
「
け
さ
」
が
見
ら
れ
る
が
、

「
コ
ン
テ
ウ
」
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

「
コ
ン
テ
ウ
」
は
こ
の
『
太
平
記
』
の
頃
か
ら
一
般
語
化

の
兆
し
を
見
せ
は
じ
め
た
と
言
え
よ
う
。

中世後期の時を表す語実

A -, 

夜

4 

漢
字
列
「
今
夜
」
は
『
太
平
記
』
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
中
世
に
お
い
て
「
コ
ン
ヤ
」
と
読
ん
だ
こ
と
の
明
ら
か
な
例
は
な
い
。

⑮
「
今
夜
ノ
御
琵
琶
祈
願
ノ
御
事
有
テ
遊
パ
サ
ル
L

ナ
ラ
パ
、
御
願
不
v
可
－
歳
就
－
0

・：」

＠
「
・
：
只
今
夜
ノ
中
ニ
加
賀
国
へ
引
退
セ
給
テ
、
京
都
ノ
御
勢
下
向
ノ
時
、
カ
ヲ
合
セ
兵
ヲ
集
テ
、
還
テ
敵
ヲ
御
退
治
候
ハ
ン
ニ
、

（
巻
第
十
一
ニ
）

何
ノ
子
細
カ
候
ベ
キ
。
」

（
巻
第
二
十
一
〉

⑮
＠
の
両
例
と
も
一
国
に
は
訓
読
符
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
世
に
は
訓
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
⑮
は
周
一
に
音
読
符
が

＝

ン

ヤ

こ

ん

施
さ
れ
、
＠
は
一
国
に
「
今
夜
」
、
置
に
「
今
夜
」
と
あ
り
、
両
例
と
も
近
世
初
頭
に
は
「
コ
ン
ヤ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
後
世
の
形
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

27 
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＠
「
：
・
今
夜
逆
寄
一
一
シ
テ
打
散
シ
テ
捨
侯
パ
ヤ
。
」

（
巻
第
六
）

こ
の
＠
は
国
一
に
訓
読
符
と
捨
て
仮
名
「
イ
」
と
が
施
さ
れ
て
お
り
、
中
世
に
は
訓
で
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
イ
」
の
捨

て
仮
名
か
ら
訓
は
「
こ
よ
ひ
」
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
一
同
一
に
音
読
符
が
、
一
周
一
に
「
こ
ん
や
」
の
ル
ピ
が
施
さ
れ
て
い
る
。

右
の
⑬
1
＠
は
亘
で
「
こ
よ
ひ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
が
、
近
世
の
刊
本
で
は
「
コ
ン
ヤ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し

＠
「
：
・
剤
耐
余
一
一
雨
風
烈
シ
ク
シ
テ
、
物
騒
ガ
〔
シ
〕
ク
侯
問
、
：
・
」

＠
「
：
・
剤
耐
既
一
一
柱
松
一
一
着
テ
候
ガ
其
勢
僅
一
一
六
七
百
騎
一
一
ハ
過
ジ
ト
聞
へ
候
。
・
：
」

＠
「
両
人
ノ
振
舞
イ
ツ
モ
ノ
事
ナ
レ
共
、
殊
吏
例
制
ノ
合
戦
一
一
、
穿
手
ヲ
下
シ
命
ヲ
捨
給
ハ
ズ
バ
、
叶
マ
ジ
ト
コ
ソ
見
へ
テ
候
ツ

（
巻
第
三
）

（
巻
第
六
）

レ。」

（
巻
第
八
）

＠
故
郷
－
一
例
制
許
ノ
命
ト
モ
シ
ラ
デ
ヤ
人
ノ
我
ヲ
待
ラ
ン

（
巻
第
十
一
）

の
例
は
一
国
一
で
「
こ
よ
ひ
」
と
読
ま
れ
、
刊
本
で
も
読
み
の
確
認
で
き
る
場
合
は
全
て
「
こ
よ
ひ
」
で
あ
る
。
ま
た
、

⑮
大
方
ノ
年
ノ
暮
ゾ
ト
思
シ
ニ
我
身
ノ
ハ
テ
モ
今
夜
成
ケ
リ

＠
沈
香
火
底
一
一
坐
シ
テ
吹
v
筆
ト
云
ヌ
ル
追
備
ノ
節
会
ハ
今
夜
也
。

＠
「
事
ノ
体
己
ニ
急
也
。
今
夜
急
ギ
逃
去
テ
命
許
ヲ
助
カ
レ
。
」

（
巻
第
十
七
）

（
巻
第
二
十
四
）

（
巻
第
二
十
八
）



と

よ

ひ

は
固
に
「
こ
よ
ひ
」
或
い
は
「
今
夜
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
う
ち
、
⑮
は
固
に
「
今
宵
」
と
な
っ
て
い
る
〉
例
で
あ
り
、
刊
本

で
も
読
み
の
確
認
で
き
る
場
合
は
全
て
「
こ
よ
ひ
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
＠

1
＠
の
「
今
夜
」
は
漢
語
「
コ

γ
ヤ
」
が
一
般
化
し
た
近
世
に
お
い
て
も
、
中
世
以
来
の
「
こ
よ
ひ
」
の
形
で
読

ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
の
中
に
は
＠
＠
の
よ
う
な
和
歌
の
例
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、

中世後期の時を表す語糞

＠
「
・
：
只
今
夜
ノ
御
遊
ヲ
パ
可
y
被
v
止
ト
コ
ソ
存
候
へ
。
」

＠
サ
レ
ド
モ
武
運
強
ケ
レ
パ
ニ
ヤ
、
敵
今
夜
ハ
寄
来
ラ
ズ
。

（
巻
第
十
四
）

（
巻
第
三
十
三
）

は
中
世
に
「
こ
よ
ひ
」
と
読
ま
れ
た
例
（
⑮
は
圏
一
に
訓
読
符
が
施
さ
れ
、
＠
は
固
に
「
小
宵
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
る
が
、
近

世
の
刊
本
に
は
読
み
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
世
に
「
こ
よ
ひ
」
と
読
ま
れ
た
こ
と
の
明
ら
か
な
例
が
あ
る
の
に
対
し
、
中
世
に
「
コ
ン
ヤ
」
と
読

ま
れ
た
こ
と
の
明
ら
か
な
例
は
見
出
せ
な
い
。

今
宵
町
民
詠

『
色
葉
字
類
抄
』

（
前
田
本
）
に
も

此
タ
コ
ヨ
ヒ

此
夜
同

（
「
古
」
、
天
象
付
の
項
目
）

と
あ
る
が
、

「
コ
ン
ヤ
」
は
銀
山
い
。

『
太
平
記
』
の
成
立
し
た
頃
に
は
「
コ
ン
ヤ
」
は
ま
だ
一
般
語
化
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

：、
2

4
山

Lと
こ
ろ
で
、
漢
字
列
「
今
夜
」
の
意
味
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

29 

＠
懸
リ
ケ
レ
ド
モ
、
六
波
羅
ニ
ハ
未
曽
是
ヲ
知
ラ
ズ
。
夜
明
ケ
レ
バ
東
使
両
人
内
裏
へ
参
テ
、
先
ヅ
行
幸
ヲ
六
波
羅
へ
成
奉
ン
ト
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テ
打
立
ケ
ル
処
ニ
、
浄
林
一
一
阿
国
梨
豪
誉
ガ
許
ヨ
リ
、
六
波
羅
へ
使
者
ヲ
立
テ
、

「
今
夜
ノ
実
ノ
刻
－
一
、
主
上
山
門
ヲ
御
怒
有

テ
臨
幸
成
リ
タ
ル
問
、
三
千
ノ
衆
徒
悉
ク
馳
参
リ
候
。
近
江
・
越
前
ノ
御
勢
ヲ
待
テ
、
明
日
ハ
六
波
羅
へ
被
v
寄
ベ
キ
由
評
定

ア
リ
0

・
：
」
ト
ゾ
申
タ
リ
ケ
ル
。

（
巻
第
二
）

＠
の
直
前
に
は
、
後
醍
醐
天
皇
が
山
門
に
臨
幸
し
い
刊
百
が
公
表
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
の
「
今
夜
」
は
夜
が
明
け

て
か
ら
直
前
の
寅
の
刻
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
＠
以
外
の
漢
字
列
「
今
夜
」
が
〈
今
日
の
夜

V
〈
今
の
夜
〉
の
意
味
で
使
用

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
＠
は
〈
昨
夜
〉
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

け
て
後
、
直
前
の
夜
を
指
し
て
言
う
用
法
が
古
く
か
ら
あ
い
市
中
世
に
も
そ
の
用
法
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
＠
の
用

「
こ
よ
ひ
」
に
は
夜
が
明

法
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
＠
は
中
世
の
写
本
に
読
み
が
一
訴
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
右
の
点
か
ら
中
世
に
お
い
て
「
こ
よ
ひ
」
と
読
ま
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
言
え
る
。
た
だ
、
こ
の
こ
と
は
先
の
問
題
と
関
連
す
る
と
こ
ろ
で
、

『
太
平
記
』
の
成
立
時
期
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
国
の

書
写
時
期
に
漢
語
「
コ
ン
ヤ
」
が
ど
の
程
度
使
わ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
や
、
使
わ
れ
て
い
た
場
合
に
〈
昨
夜

V
の
意
味
で
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
な
ど
も
問
題
に
な
り
、
な
お
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

「
今
夜
」
と
い
う
表
記
の
う
ち
、
中
世
に
お
け
る
読
み
の
確
認
で
き
る
も
の
全
て
が
和
語
の
「
こ
よ
ひ
」
の
形
で

あ
る
こ
と
、
漢
字
列
「
今
夜
」
に
は
〈
昨
夜

V
を
意
味
す
る
用
法
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。



5 

明

朝

「
明
日
」
が
、

＠
「
・
：
然
レ
バ
我
明
日
士
ト
共
－
一
敵
ノ
囲
ヲ
出
テ
呉
王
ノ
陣
ニ
懸
入
り
、
・
：
」

（
巻
第
四
〉

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
は
薗
で
は
「
明
朝
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
「
明
朝
」
は
音
と
訓
の
い

中世後期の時を表す語葉

ず
れ
で
読
む
べ
き
か
定
か
で
な
い
。
な
お
、
八
明
朝
〉
或
い
は
〈
明
日
〉
の
意
味
で
「
旦
日
」
が
使
用
さ
れ
た
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

か
の
有
名
な
項
王
と
浦
公
の
説
話
の
一
部
を
和
ら
げ
て
引
い
て
い
る
部
分
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
部
分
は
『
史
記
』
や
『
十
八
史

略
』
に
も
「
E
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
『
太
平
記
』
が
引
用
し
た
本
に
も
「
互
日
」
と
あ
っ
て
そ
の
ま
ま
引
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

6 

明

夜

漢
字
列
「
明
夜
」
の
例
に
は
、

＠
「
明
夜
必
寮
ノ
御
馬
ヲ
用
意
シ
テ
、
東
ノ
小
門
ノ
辺
ニ
相
待
ベ
シ
。
」

＠
巳
ニ
一
明
夜
木
幡
峠
－
一
打
寄
テ
、
将
軍
・
左
兵
衛
督
・
高
・
上
杉
ガ
館
へ
、
四
手
四
一
分
テ
夜
討
ニ
可
v寄
ト
、
相
図
ヲ
定
タ
リ
ケ

（
巻
第
十
八
〉

ル
前
ノ
目
、

（
巻
第
二
十
四
〉

31 

の
二
例
が
あ
る
。
両
例
と
も
一
国
な
ど
の
写
本
に
は
た
だ
「
明
夜
」
と
表
記
さ
れ
て
い
て
、
読
み
が
一
示
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
一
同
一
に
は
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両
例
と
も
に
音
読
符
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
＠
は
置
に
「
み
や
う
や
」
、
＠
は
一
固
に
「
ア
ク
ル
ヨ
」
の
ル
ビ
が
そ
れ
ぞ
れ
施
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
初
頭
に
は
訓
読
み
、
音
読
み
の
両
形
が
見
ら
れ
る
が
、
中
世
に
は
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
の
か
明
ら

か
で
な
い
（
な
お
、
一
圃
に
は
「
其
明
ル
夜
」
と
表
記
し
て
〈
翌
夜
〉
を
指
す
例
が
あ
る
）
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

『
太
平
記
』
で
の
読
み
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

「
明
夜
」
と
い
う
表
記
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

四

以
上

『
太
平
記
』
に
お
い
て
、
漢
語
と
し
て
読
ま
れ
た
可
能
性
の
あ
る
時
を
表
す
語
葉
「
昨
朝
」

「
昨
夜
」

「
今
朝
」

「
今
夜
」

「
明
朝
」

「
明
夜
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
併
せ
て
関
連
す
る
和
語
の
語
句
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
う
ち
「
昨
朝
」

「
今
夜
」

「
明
朝
」

「
明
夜
」
は
少
な
く
と
も
今
回
見
た
中
世
の
写
本
で
は
漢
語
と
し
て
読
ま
れ
た

こ
と
の
確
か
な
例
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

一方、

「
昨
夜
」
と
「
今
朝
」
は
玄
玖
本
に
よ
っ
て
漢
語
と
し
て
読
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

な
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
漢
詩
の
中
で
使
用
さ
れ
た
り
、
漢
文
や
記
録
体
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
文
の
中
で
使
用
さ
れ
た
り

し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

あ
る
。
そ
れ
は
、
古
記
録
や
往
来
物
が
そ
の
資
料
の
性
格
上
、

こ
の
よ
う
に
『
太
平
記
』
に
は
、
小
論
官
頭
の
古
記
録
や
往
来
物
に
数
多
く
見
ら
れ
た
語
の
半
数
以
上
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で

『
太
平
記
』
に
比
べ
て
、
書
記
時
点
で
あ
る
現
在
を
軸
と
し
て
、
そ
の

前
後
関
孫
か
ら
（
相
対
的
に
）
時
聞
を
示
す
表
現
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
も
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、

一
方
で
は
『
太
平
記
』
の
成
立
時
期
に
は
、
こ
れ
ら
の
語
が
漢
語
と
し
て
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
一
般
化
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
漢
語
は
『
太
平
記
』
成
立
の
頃
か
ら
よ
う
や
く
一
般
化
の
兆
し
を
見



せ
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
八
昨
朝
〉
か
ら
八
明
夜
〉
ま
で
の
時
に
関
す
る
意
味
分
野
で
、
和
語
や
句
的
表
現
に
よ
る

体
系
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
よ
う
や
く
新
し
く
漢
語
が
一
部
加
わ
り
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
漢
語
の
使
用
に
は
位

相
・
文
体
の
上
で
制
限
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
世
初
頭
の
『
太
平
記
』
の
刊
本
で
は
、
時
を
表
す
漢
語
は
そ
の
数
を
増
し
、
使
用

『
日
葡
辞
書
』
に
は
小
論
の
冒
頭
に
挙
げ
た
例
の
多
く
が
漢
語
と
し
て
掲
載
さ

さ
れ
る
場
面
を
広
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
語
の
多
く
は
『
太
平
記
』
の
成
立
時
期
か
ら
中
世
末
期
に
か
け
て
一
般
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
推

移
の
詳
細
の
考
察
と
、
今
回
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
『
太
平
記
』
の
他
の
諸
本
の
調
査
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

中世後期の時を表す語集

全
エ

（

1
〉

（

2
）
 

（

3
〉

（

4
）
 

（

5
）
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（

6
〉

小
論
で
「
」
は
文
字
列
ま
た
は
読
み
を
示
し
、
八
〉
は
語
（
句
〉
の
意
味
を
示
す
。

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）
の
「
太
子
記
」
の
項
目
（
鈴
木
登
美
恵
執
筆
〉
な
ど
を
参
照
。

玄
玖
本
『
太
平
記
』
五
〈
勉
誠
社
）
の
解
題
（
鈴
木
登
美
恵
執
筆
）
に
よ
る
。

同
右
。

慶
長
十
四
年
刊
平
仮
名
交
じ
り
十
行
古
活
字
本
ハ
内
閣
文
庫
蔵
）
。
本
書
は
そ
れ
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
古
活
字
本
の
漢
字
漢
文
で
あ
る
箇

所
を
平
仮
名
で
書
き
下
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
読
み
を
補
い
う
る
こ
と
が
あ
る
本
で
あ
る
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
太
平

記
』
一
の
解
説
を
参
照
）
。

一
万
和
八
年
杉
田
良
庵
刊
片
仮
名
交
じ
り
付
訓
整
版
本
ハ
学
習
院
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
蔵
〉
。
本
書
は
比
較
的
精
細
な
訓
を
も

っ
最
初
の
版
本
と
し
て
意
義
深
い
と
さ
れ
る
。

寛
永
一
元
年
刊
平
仮
名
交
じ
り
十
一
行
付
訓
古
活
字
本
（
京
都
大
学
文
学
部
蔵
〉
。
本
書
は
精
細
な
訓
を
も
ち
、
し
か
も
開
－
と
は
異
な
っ
た

読
み
を
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

小
論
で
「
刊
本
」
と
い
う
時
は
、
一
盟
国
一
盟
の
三
本
を
指
し
、
そ
れ
以
外
の
刊
本
は
含
ま
な
い
。

な
お
、
永
和
本
（
巻
第
三
十
二
の
み
の
零
本
〉
は
現
存
最
古
の
写
本
で
最
古
態
を
残
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
小
論
で
問
題
に
す

（

7
）
 

（

8
〉

（

9
）
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（日）

る
語
は
漢
字
だ
け
で
表
記
さ
れ
て
お
り
（
連
結
符
や
ル
ピ
な
ど
も
無
く
）
、
読
み
が
不
明
で
あ
る
た
め
と
り
あ
げ
な
い
。

例
の
引
用
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。
同
書
の
底
本
は
慶
長
八
年
古
活
字
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
書
の
ル
ピ
に
は
校
訂
者

の
判
断
が
入
っ
て
お
り
、
小
論
で
は
漢
字
列
の
読
み
を
問
題
に
す
る
の
で
、
ル
ピ
は
省
い
て
引
用
す
る
。

平
仮
名
で
和
語
を
、
片
仮
名
で
漢
語
を
一
示
す
こ
と
に
す
る
（
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
的
仮
名
遣
、
字
音
仮
名
遣
に
よ
る
〉
。
た
だ
し
、
表
記
形
を

示
す
場
合
は
原
表
記
の
文
字
種
の
ま
ま
と
す
る
。

「
き
の
ふ
の
朝
」
と
読
む
場
合
は
、
結
局
「
咋
」
の
漢
字
を
「
き
の
ふ
」
と
読
む
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
太
平
記
』
で

は
次
の
よ
う
な
場
合
に
限
ら
れ
る
ょ
に
ノ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

（

U
）
 

（ロ〉

昨
為
一
北
関
蒙
v悲
土
↓
今
作
一
一
西
都
雪
v恥
戸
↓

（
巻
第
十
二
）

（日）

（

M
H
）
 

（日）

の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
の
漢
詩
の
中
の
「
昨
」
に
は
、
一
同
一
は
ル
ビ
を
施
し
て
い
な
い
が
、
「
今
」
に
は
「
ケ
フ
」
の
ル
ビ
を
施
し
て

い
て
、
し
か
も
「
昨
」
と
「
今
」
と
が
対
句
の
表
現
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
こ
の
箇
所
の
「
昨
」
は
「
き
の

ふ
」
と
読
む
ベ
司
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
漢
詩
文
の
場
合
を
除
け
ば
、
「
き
の
ふ
」
は
漢
字
列
「
昨
日
」
で
表
記
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
漢
詩
文
以
外
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
昨
」
を
「
き
の
ふ
」
と
読
む
可
能
性
は
低
く
、
例
①
の
筒
所
の
一
団
の
相

当
部
分
の
「
昨
朝
」
も
「
き
の
ふ
の
朝
」
と
読
む
と
は
考
え
に
く
い
わ
け
で
あ
る
。

注
〈
辺
）
と
同
様
の
考
え
方
が
で
き
る
。

「
夜
」
と
「
部
」
と
の
字
間
に
音
読
符
と
と
れ
る
棒
線
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
訓
読
符
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
⑤
の
「
夜
部
」
は
、
「
・
・
ト
沙
汰
セ
シ
」
と
い
う
引
用
句
の
外
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
も
し
引
用
句
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
夜
部
」
も
例
④
⑥
⑦
に
準
じ
て
扱
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
は
、
四
例
全
て
が
会
話
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る

文
で
の
使
用
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

実
際
に
は
大
納
言
師
賢
が
天
皇
を
装
っ
て
山
門
へ
行
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
の
「
今
夜
」
の
解
釈
は
変
わ
ら
な
い
。

「
往
古
通
用
日
の
初
め
」
（
『
南
方
熊
楠
全
集
』
二
平
凡
社
〉
や
参
考
文
献
〈
3
）
な
ど
に
よ
る
。

し
か
し
中
に
は
、
「
コ
ン
テ
ウ
」
に
対
す
る
「
け
さ
」
、
「
コ
ン
ヤ
」
に
対
す
る
「
こ
よ
ひ
」
の
よ
う
に
、
和
語
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
日
山
）

（口）

（
叩
四
）



［
参
考
文
献
］

（
1
）
前
田
富
族
「
漢
語
副
認
の
変
遷
」

治
書
院
）

遠
藤
好
英
「
記
録
体
に
お
け
る
『
夕
方
』
の
話
実
の
体
系
！
l

『
後
二
条
師
通
記
』
の
場
合
l
l
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
日

1
5）
／
「
記

録
体
に
お
け
る
『
朝
』
の
萱
葉
｜
『
後
二
条
師
通
記
』
の
受

7
1」
（
『
国
語
学
研
究
』
日
〉
な
ど
。

井
手
至
「
古
代
語
『
こ
よ
ひ
』
の
意
味
用
法
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
人
文
研
究
』
お

1
3〉

（
『
国
語
語
棄
史
の
研
究
』
四

和
泉
書
院
）
／
「
漢
語
副
詞
の
種
々
相
」

（
『
副
用
語
の
研
究
』

明

（

2
〉

（

3
）
 

中世後期の持を表す語業

小
論
所
引
の
用
例
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
は
印
刷
の
都
合
上
、
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）
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